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葉鹿・小俣・三和

まちづくりの基本的な考え方

自然に囲まれた暮らしやすい環境共生のまち

まちづくりの方針・プロジェクト等
	◉ 自転車や徒歩圏内に日常生活機能と居住機能が集積し
ている葉鹿地区は、都市機能の維持・充実により、更
なる利便性の向上を図ります。
	◉ 豊かな自然環境を活かした、歩いて楽しいみちづくりを
推進します。
	◉ 旧松田小学校やふるさと学習・資料館を活用した地域づ
くりを推進します。

	◉ 松田川ダムふれあい広場や松田町のホタル、小俣町の
山車会館や葉鹿町の祇園屋台など、地域資源を活かし
た交流拠点の形成を推進します。
	◉ 粟谷川の河川改修による、災害に強い環境づくりを進
めます。

土地利用の方針

①	都市的土地利用ゾーン
住環境保全・形成エリア
	⁃ 良好な居住環境を保全し、安全安心に暮らせるま
ちづくりを推進します。
	⁃ 葉鹿地区は、暮らしやすい拠点づくりに努め、生
活利便施設の誘導・保持を図ります。

②	田園的土地利用ゾーン
共生・農業エリア
	⁃ 自然景観としての山なみや田園など、緑地資源と
の共生による、ゆとりある居住環境の形成を図り
ます。
	⁃ 地域コミュニティを維持するため、居住を支える
土地利用を展開し、地区の活性化を図ります。

③	自然的土地利用ゾーン
保全エリア
	⁃ 山間部を中心に、豊かな自然環境などの地域資源
を活かしたレクリエーションの場としての充実・整
備を進めます。

都市施設の方針

①	補助幹線道路
	⁃ JR両毛線によって分断された南北市街地の連携を
強化します。
	⁃ 中山間地と市街地を結ぶ補助幹線道路の整備を
進めます。

②	その他の道路
	⁃ 小俣・松田地区と名草・北郷地区を結ぶ北部連絡
道路の整備を進めます。
	⁃ 道路ネットワークを整備し、災害時に孤立する危
険性がある集落の解消を図ります。

③	歩行者・自転車ネットワーク
	⁃ 豊かな自然環境を有するレクリエーション拠点内
のハイキングコースの環境整備を進め、歩いて楽
しいみちづくりを推進します。
	⁃ 通学路と身近な歩行者が安全安心に利用できる歩
道の整備を進めます。

④	公共交通
	⁃ 生活の利便性を向上させるため、公共交通の充実
を図ります。
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将来の街の姿のイメージ


